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平
成
22
年
３
月
２
日
付
で
、
前
佐
呂

間
町
議
会
議
長
、
故
長
屋
和
敏
氏
が
特

別
叙
勲
（
旭
日
単
光
章
）
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

故
長
屋
氏
は
、
平
成
５
年
９
月
か
ら

平
成
22
年
３
月
に
お
亡
く
な
り
に
な
る

ま
で
、
佐
呂
間
町
議
会
議
員
と
し
て
連

続
５
期
17
年
の
永
き
に
亘
り
在
職
し
、

そ
の
職
務
を
全
う
し
議
会
の
円
滑
な
運

営
に
尽
力
さ
れ
、
地
方
自
治
の
育
成
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
特
別
叙
勲
は
、
平
成
22
年

５
月
27
日
、
役
場
町
長
室
に
お
い
て
、

町
長
か
ら
、
奥
様
の
ケ
イ
子
さ
ん
に
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
呂
間
町
と
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
、
北
海
道
開
発

局
網
走
開
発
建
設
部
と
の
三
者
協
働
に

よ
る
「
道
の
駅
」
で
の
電
光
掲
示
板
付

き
自
動
販
売
機
を
活
用
し
た
情
報
提
供

事
業
「
お
し
ら
せ
道
ね
っ
と
」
が
、
佐

呂
間
町
「
道
の
駅
サ
ロ
マ
湖
」
で
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。
電
光
掲
示
板
に
よ

る
災
害
時
の
迅
速
な
道
路
情
報
の
配
信

や
、
役
場
庁
舎
内
の
販
売
機
と
同
じ
く
、

緊
急
時
に
は
無
料
で
飲
料
水
を
提
供
し
、

地
域
防
災
力
強
化
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。
平
常
時
に
は
、
道
路
情
報
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
も

配
信
し
ま
す
。

　

６
月
８
日
、
三
者
に
よ
る
協
定
手
交

式
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
点
灯
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

自動販売機を活用した情報提供事業「おしらせ道ネット」締結

　

６
月
３
日
、
富
武
士
牧
場
跡
地
で
植

樹
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。（
株
）
ニ
ト

リ
の
「
北
海
道
応
援
基
金
」
の
助
成
を

受
け
、
ミ
ズ
ナ
ラ
・
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・

ク
ル
ミ
の
木
の
苗
木
を
計
１
，
２
１
１

本
植
樹
し
ま
し
た
。
佐
呂
間
漁
業
協
同

組
合
、
網
走
中
部
森
林
管
理
署
、
佐
呂

間
町
森
林
組
合
な
ど
か
ら
約
１
０
０
名

が
参
加
し
、
な
れ
な
い
斜
面
で
の
作
業

で
し
た
が
、
丁
寧
に
苗
木
を
植
え
て
い

き
ま
し
た
。
こ
の
植
樹
祭
は
、
河
川
や
、

湖
の
資
源
を
守
り
、
森
と
湖
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
町
民
参
加
の
も
と
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
業
後
は
、
佐
呂

間
漁
協
婦
人
部
に
よ
り
、
お
い
し
い
ホ

タ
テ
の
稚
貝
汁
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

平成 22年度植樹祭

　

佐
呂
間
町
を
桜
で
い
っ
ぱ
い
の
ま

ち
に
し
よ
う
と
、
平
成
19
年
か
ら
始

ま
っ
た
佐
呂
間
建
設
業
協
会
主
催
の

桜
の
苗
木
植
樹
が
、
６
月
５
日
サ
ン

ガ
ー
デ
ン
さ
ろ
ま
と
、
佐
呂
間
中
学

校
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
佐
呂
間
商

工
会
青
年
部
、
佐
呂
間
土
木
技
術
士

会
、
佐
呂
間
建
築
士
会
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
、
今
年
も
桜
の
苗
木
１
０
０

本
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

桜
が
満
開
に
咲
き
、
町
民
の
憩
い
の

場
に
な
る
よ
う
に
と
願
い
を
こ
め
て
、

作
業
に
汗
を
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

建設業協会桜の苗木植樹
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６
月
15
日
、
全
国
共
済
農
業
協
同

組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
）

よ
り
、
交
通
安
全
指
導
車
の
寄
贈
が

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
よ
り

　
　
　

交
通
安
全
指
導
車
の
寄
贈

あ
り
、
寄
贈
式
が
役
場
町
長
室
に
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
共
済
連
北

海
道
で
は
、
北
海
道
の
交
通
安
全
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
全
道
各
自
治

体
、
交
通
安
全
団
体
に
交
通
安
全
指

導
車
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
を

寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
交
通
安
全
指
導
車
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
指
導

車
の
目
録
は
、
佐
呂
間
町
農
業
協
同

組
合
向
井
組
合
長
よ
り
、
川
根
町
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ロ
マ
湖
周
辺
の
３
漁
協
が
中
心

と
な
り
、
常
呂
・
佐
呂
間
・
湧
別
で

一
斉
に
「
サ
ロ
マ
湖
ゴ
ミ
０
運
動
」

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、

サ
ロ
マ
湖
の
美
し
い
自
然
、
大
切
な

サ
ロ
マ
湖
ゴ
ミ
０
運
動

自
然
を
末
永
く
子
孫
に
伝
え
よ
う

と
、
湖
岸
周
辺
の
環
境
保
全
を
目
的

に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

13
回
目
の
今
年
は
、
佐
呂
間
町

で
は
、
漁
業
者
や
関
係
団
体
な
ど

２
１
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
若
里

か
ら
キ
ム
ア
ネ
ッ
プ
ま
で
の
湖
岸
沿

い
を
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
な

ど
の
漂
着
物
を
拾
い
集
め
、
美
し
い

ゴ
ミ
の
無
い
サ
ロ
マ
湖
を
目
指
し
、

汗
を
流
し
て
作
業
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
方
は
、「
暑
か
っ

た
け
ど
、
き
れ
い
に
な
っ
た
湖
岸
を

見
る
と
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
、
気
持

ち
が
い
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
10
日
、
浜
佐
呂
間
自
治
会
の

皆
さ
ん
が
国
道
２
３
８
号
線
沿
い
の

花
壇
を
メ
イ
ン
に
、
花
植
え
を
行
な

い
ま
し
た
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
参

加
さ
れ
、
国
道
沿
い
を
き
れ
い
な
花

で
彩
る
た
め
に
、
頑
張
っ
て
作
業
し

て
い
ま
し
た
。

　

交
通
量
も
多
い
こ
の
２
３
８
号
線

は
、
網
走
か
ら
本
町
を
経
由
し
稚
内

ま
で
続
く
、
日
本
最
北
の
国
道
で
す
。

た
く
さ
ん
の
き
れ
い
な
花
で
彩
ら
れ

た
こ
の
道
は
、
観
光
や
仕
事
で
、
長

時
間
運
転
さ
れ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー

の
方
の
癒
し
と
な
り
そ
う
で
す
。

浜
佐
呂
間
自
治
会
花
植
え

6/10　浜佐呂間自治会花植え

6/19　サロマ湖「ゴミ０運動」 6/15　交通安全指導車寄贈式

　若佐、佐呂間、浜佐呂間の主に小学生児童の通学路では、登　若佐、佐呂間、浜佐呂間の主に小学生児童の通学路では、登

下校時に見守り隊が、交通安全や防犯のために見守りを行なっ下校時に見守り隊が、交通安全や防犯のために見守りを行なっ

ています。見守り隊は各自治会や、老人クラブなどの方々がボています。見守り隊は各自治会や、老人クラブなどの方々がボ

ランティアとして行なっている活動です。見守り隊はどなたでランティアとして行なっている活動です。見守り隊はどなたで

も参加できます。あなたも子どもの安全守りませんか？も参加できます。あなたも子どもの安全守りませんか？

【お問い合わせ】　各自治会・老人クラブ【お問い合わせ】　各自治会・老人クラブ

　６月２２日、寿大学と佐呂間町交通安全対策本部の皆さんが、

国道３３３号線沿い、栃木入り口付近の駐車帯で「旗の波作戦」

を展開し、スピードダウン、シートベルト着用を呼びかけまし

た。先月の広報でもお伝えしましたが、この３３３号線において、

残念ながら交通死亡事故が発生しております。寿大学の皆さん

は、自作の横断幕を掲げ、悲しい事故をなくすように、ドライバー

の方々に交通安全を呼びかけました。
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　（  月    額  ）

保 険 料 額  

反 映 割 合

年金額への

　経済的理由または、失業などで国民年金保険料の納付が困難な場合、保険料が免除、または猶予される制度があります。

※２人世帯、４人世帯のご夫婦は、夫または妻のどちらかにのみ所得がある世帯、お子さんは１６歳未満のめやすです。

※社会保険料控除等がある方につきましては、めやすが異なる場合があります。

※一部納付のめやすは社会保険料等を一定額納付していると仮定しています。

※一部納付制度は納付すべき一部の保険料を納付されない場合、将来の年金額に反映されず、また死亡や障害といった不

　慮の事態が生じた場合に、年金を受け取ることができなくなることがあります。

　本人、世帯主、配偶者の前年所得がそれぞれ一定額以下または失業などで収入が少なく、保険料の納付が困難な方が申

請することによって、保険料が全額免除かまたは一部納付（免除）となる制度です。

　３０歳未満の方で本人、配偶者（世帯主の所得審査はありません）の前年所得がそれぞれ一定額以下、または失業など

により保険料の納付が困難な方が申請することによって、納付が猶予される制度です。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（前年所得のめやす額は全額免除と同じです。）

　大学、短大、高等学校、専修学校、各種学校等の学校に在学する方が申請することで保険料の納付が猶予される制度です。

※各種学校については学校教育法に規定される学校（修業年数が１年以上である課程）が対象です。

※国内に所在する海外大学（日本分校）であって文部科学大臣が指定した課程に在学する学生も対象です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前年所得の審査は本人のみです。また、めやす額は１１８万円以下です。）

　特例免除は、保険料免除、納付猶予及び学生納付特例申請をする年度または、前年度において退職（失業）の事実があ

る場合に、失業された方の所得を除外して審査を行い、保険料の納付が免除または猶予されます。

※ご本人が失業された場合でも、配偶者・世帯主に一定以上の所得があるときは免除（猶予）が認められない場合があります。

※配偶者・世帯主が退職（失業）された場合は、配偶者・世帯主の所得審査も審査対象から除外します。

①　年金手帳または基礎年金番号のわかるもの。

②　印鑑

③　他の市（区）町村から転入された方は、前年の所得を証明するもの。

④　学生納付特例の申請については、在学証明書または学生証の写し。

⑤　失業などを理由にする場合は、「雇用保険受給資格者証」、「離職票」等。

【お問い合わせ及び申請先】　役場町民課　戸籍年金係　Tel　２・１２１３　


